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天気予報精度の検証 
慶應義塾高等学校３年 

選択地学Ⅱ（気象）履修  Y．S  R.I 

 

概要  

普段の生活において天気予報は身近な存在であり、かつ非常に重要な情報となっている。

例えば外に出かけるとき、雨が降るのかどうかや寒暖を気にしない人はいないだろう。し

かし、あらゆる観測が行われる現代においても天気予報の精度は完璧とはいえない。そこ

で今現在の天気予報精度を調べ、分析した。分析対象としたのは東京の天気予報を行って

いる 5 つの Web サイト、そして慶應義塾が独自に行っている天気予報である。これらのデ

ータから、予報の適中率や気温の誤差などの値を求めた。そしてそれを分析した結果、各

予報発表元の弱点や強みを見出すことができた。その結果、やはり天気予報はまだまだ不

正確で改良の余地があると感じたが、利用する側もそれを踏まえたうえで上手に付き合っ

ていくべきではないかと強く感じた。 

 

目的  

気象庁や海外メディアの予報、そして慶應義塾独自の気象予報に関して実際にはどの程

度予報が当たっているのか、また外れているのかなどを数値化して分析し、天気予報の精

度を調べる。 

 

方法  

(1) 5 つの Web サイトからのデータ分析 

次に挙げる 5 つの Web サイトから 2004/11/5～2005/1/19 発表の東京の予報データをキ

ャプチャし、エクセルに貼り付けて保存した。ただし、このデータは 14 回分欠落している。 

・tenki.jp(http://tenki.jp/)（７日間）※サイトは異なるが気象庁の予報である 

・UK Met Office(http://www.metoffice.gov.uk/)（４日間） 

・BBC(http://www.bbc.co.uk/weather/)（４日間） 

・AccuWeather(http://www1.accuweather.com/)（１４日間） 

・Weather.com(http://www.weather.com/)（９日間） 

 

 キャプチャ画像から予報の降水のありなし、そして最高最低気温を読み取ってエクセル

にテキストとして打ち込み、表にまとめた。 

 気象庁「電子閲覧室」(http://www.data.kishou.go.jp/)から実際の観測データを入手し、

エクセル上に展開した。そして天気に関しては降水のありなしが一致していたかどうか、

気温に関しては誤差・RMSE（二乗平均平方根誤差）がどの程度の値になったのかを多方面

から分析した。 
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(2) 慶應義塾の気象予報データの分析 

2004/11/6～2004/12/13 発表の慶應義塾の気象予報データ（日吉・三田の２地点／３６

時間予報）を入手し、同様にエクセル上で観測データとの比較を多方面から行った。なお、

日吉に関しては横浜の観測データを、三田に関しては東京の観測データを用いて分析した。 

 

結果と考察  

(1) 5 つの Web サイトからのデータ分析 

① 天気の予報精度 

天気については降水のありなしに関して、予報と実況の一致を精度評価に用いた。なお、

気象庁と分析方法を合わせ、「1mm 以上の降水のあった日」を降水ありとした。今回利用し

た評価方法は表１に示したとおりである。 

表 1 予報と実況の関係の分類 

予  報  

降水あり 降水なし 

降水あり Ａ（適  中） Ｂ（見逃し） 実 

況 降水なし Ｃ（空振り） Ｄ（適  中） 
◆ 予報精度指数の算出方法 

・ 適中率 ＝ （Ａ＋Ｄ）/ Ｎ  ・捕捉率 ＝ Ａ / （Ａ＋Ｂ） 

・ 見逃率 ＝  Ｂ / Ｎ   ・一致率 ＝ Ａ / （Ａ＋Ｃ） 

空振率 ＝  Ｃ / Ｎ  ・ただし、Ｎ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ（＝予報日数） 

捕捉率は、雨が実際に降った日にどれだけ雨の予報をしていたかの割合である。それに

対して一致率とは、雨の予報に対してどれだけ実際に雨が降ったかの割合である。この２

種類と適中率は、値が１に近いほどよい。逆に見逃率と空振率は値が０に近いほどよい。 

また、サイトによって予報の長さが異なるため、サイト間を比較する場合は予報日数が

最短の UK Met Office と BBC にあわせ、４日間で比較した。 

表２は４日間での予報精度、表３は全日の予報精度（UK Met Office と BBC に関しては

省略）、図１は表２をグラフ化したものである。 

表２ 予報精度（４日間） 

各指数（4日間）適中率 見逃率 空振率 捕捉率 一致率
気象庁 0.89 0.06 0.05 0.70 0.71
UK Met Office 0.83 0.14 0.02 0.24 0.65
BBC 0.86 0.08 0.06 0.57 0.65
AccuWeather 0.86 0.10 0.05 0.48 0.67
Weather.com 0.81 0.05 0.13 0.72 0.51

平均 0.85 0.09 0.06 0.54 0.64  

表３ 予報精度（全日） 

各指数（全日） 適中率 見逃率 空振率 捕捉率 一致率
気象庁 0.86 0.08 0.06 0.61 0.67

AccuWeather 0.79 0.15 0.06 0.24 0.43
Weather.com 0.79 0.10 0.11 0.51 0.49  
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各指数の比較（4日間）
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図１ 予報精度の比較（４日間） 

図１を見ると、全体にバランスのよい結果を示しているのは気象庁である。それに対し、

UK Met Office は空振率は低いものの、捕捉率や見逃率で相当劣っている。これは降水な

しの予報が多いためである。また、Weather.com は空振率が高く、一致率の低さと合わせ

て考えると、雨の予報が多く、実際に雨の降るケースが少ないといえる。 

では、予報の対象となる日が近いか遠いかでどのくらい精度が違うのであろうか。それ

をまとめたのが表４・図２である。 

表４ 予報対象日別の適中率 

日 数 別 適 中 率 1日前 2日前 3日前 4日前 5日前 6日前 7日前 8日前 9日前 10日前 11日前 12日前 13日前 14日前

気象庁 0.89 0.90 0.88 0.88 0.84 0.82 0.79

UK Met Office 0.81 0.84 0.85 0.83

BBC 0.94 0.82 0.85 0.83

AccuWeather 0.85 0.89 0.87 0.81 0.81 0.77 0.77 0.78 0.80 0.72 0.75 0.69 0.76 0.76

Weather.com 0.82 0.79 0.83 0.81 0.83 0.79 0.71 0.76 0.76

平均 0 . 8 6 0 . 8 5 0 . 8 6 0 . 8 3  

日数と適中率の関係
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図２ 予報対象日と適中率の関係 

グラフは右に行くほど予報の対象となる日が遠い。全体をみるとグラフが右下がりにな

っていることから、予報精度は予報の対象日が遠くなるにつれて下がっていくことがわか

った。特にそれが顕著なのは５日前～７日前である。 

個別にみると、ＢＢＣの１日前の予報が非常に精度のよいことがわかった。今回の対象
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期間では、２０回に１９回の予報が当たったことになり、信頼性が高い。ただし、２日前

以降は精度が急激に下がっている。また、予報対象日で分析しても気象庁が安定した精度

を示している。 

また、表５、表６、図３、図４はそれぞれ、予報対象日別の捕捉率と一致率を表したも

のである。図３、図４を見ると、適中率よりもはっきりと傾きが現れていて、予報の対象

日が遠くなるにつれ精度が下がるという傾向が顕著に見てとれる。これは、今回データ分

析を行ったのが比較的降水の少ない季節だったため、正確に降水を予測するのが難しかっ

たためではないかと思われる。 

表５ 予報対象日別の捕捉率 

日数別捕捉率 1日前 2日前 3日前 4日前 5日前 6日前 7日前 8日前 9日前 10日前 11日前 12日前 13日前 14日前

気象庁 0.83 0.64 0.55 0.75 0.62 0.46 0.42

UK Met Office 0.17 0.27 0.27 0.25
BBC 0.75 0.55 0.45 0.50

AccuWeather 0.67 0.55 0.45 0.25 0.31 0.23 0.17 0.18 0.18 0.00 0.00 0.11 0.00 0.00
Weather.com 0.75 0.73 0.73 0.67 0.69 0.46 0.17 0.18 0.18

平均 0 . 6 3 0 . 5 5 0 . 4 9 0 . 4 8

 
表６ 予報対象日別の一致率

日数別一致率 1日前 2日前 3日前 4日前 5日前 6日前 7日前 8日前 9日前 10日前 11日前 12日前 13日前 14日前

気象庁 0.67 0.78 0.75 0.69 0.67 0.67 0.50

UK Met Office 0.50 0.60 0.75 0.75
BBC 0.90 0.50 0.63 0.60

AccuWeather 0.62 0.75 0.71 0.60 0.67 0.50 0.40 0.40 0.50 0.00 0.00 0.11 0.00 0.00
Weather.com 0.53 0.44 0.53 0.53 0.60 0.55 0.25 0.33 0.33

平均 0 . 6 4 0 . 6 1 0 . 6 7 0 . 6 4

 

日数と捕捉率の関係
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図３ 予報対象日と捕捉率の関係     図４ 予報対象日と一致率の関係 

② 気温の予報精度 

天気と同様に、気温に関しても精度の検証を行った。気温の場合は予報と観測との誤差

を平均した「平均誤差」、そして「ＲＭＳＥ：Root Mean Square Error（二乗平均平方根誤

差）」の値を用いた。平均誤差では、予想気温の全体的な偏りがわかる。また、ＲＭＳＥは

値は常に正であり、予想気温の精度を求める際に標準的に用いられるものである。なお、

求め方は次の通りである。１）誤差をそれぞれ二乗する。２）二乗した値の平均を求める。

３）平方根をとる。ＲＭＳＥは誤差の絶対値と近い値を示すが、誤差のバラつきが大きい

と大きくなる傾向にある。 

平均誤差を上旬・中旬・下旬にわけて、表７と図５に表した。 
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表７ 平均誤差（４日間） 単位：℃ 

最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低

11月中旬 0.5 0.1 -0.4 -1.3 0.2 -1.3 -0.4 -1.5 0.3 -0.9 0.1 -1.0
11月下旬 -1.1 -0.4 -1.1 -3.0 -0.4 -3.1 -3.3 -2.7 -1.7 -0.7 -1.5 -2.0
12月上旬 -0.4 1.2 -2.5 -3.6 -2.1 -3.2 -2.4 -0.6 -0.8 0.9 -1.6 -1.1
12月中旬 0.2 -0.5 -1.3 -3.1 -1.9 -3.2 -1.5 -2.1 0.3 -0.5 -0.8 -1.9
12月下旬 0.0 0.2 -0.9 -3.4 -0.9 -3.6 -2.5 -3.2 1.4 1.2 -0.6 -1.7
1月上旬 -0.8 0.9 -3.0 -4.7 -2.3 -4.6 -3.4 -1.0 -0.8 1.0 -2.1 -1.7
1月中旬 -0.8 -0.6 -0.9 -4.4 -1.1 -4.4 -3.3 -2.1 -0.6 0.2 -1.3 -2.3
平均 -0.3 0.1 -1.4 -3.4 -1.2 -3.4 -2.4 -1.9 -0.3 0.2 -1.1 -1.7

Accu Weather 全 体 平 均平均誤差
（4日間）

気象庁 UK BBC

気温　平均誤差（4日間）
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図５ 平均誤差の推移 

 

ここで注目すべきは、UK Met Office と BBC に見られる傾向である。冬が深まるにつれ

±０℃を大きく下回り、１月には-４℃前後で推移している。実際のデータをみると、氷点

下５度を下回るような予報も出ていたので都心の予報とは思えない。海外サイトでは

「TOKYO」という表示しかなかったことも考慮すると、原因は 2 つ考えられる。１）ピンポ

イント予報ではないため、予報に朝晩の冷え込みなどの内陸部的な要素が含まれている。

２）都市化によるヒートアイランド現象が考慮されていない。一方、気象庁と Weather.com

ではほぼ±０℃前後を推移し、特に偏りは見られなかった。 

表８と図６は予報対象日までの日数別のＲＭＳＥを表したものである。 

表８ 予報対象日別ＲＭＳＥ 単位：℃ 

最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低

1日前 1.6 1.7 2.5 4.1 2.3 4.4 3.5 3.0 2.2 2.7 2.4 3.2
2日前 2.3 1.8 3.3 4.3 2.3 4.6 3.8 3.6 2.3 1.8 2.8 3.2
3日前 2.4 2.0 2.5 4.3 2.5 4.3 3.9 3.5 2.2 1.8 2.7 3.2
4日前 2.6 2.3 2.5 4.1 2.4 4.2 3.7 3.2 2.7 2.1 2.8 3.2
5日前 3.1 2.4 4.1 3.3 2.8 2.1
6日前 2.5 2.1 4.1 3.2 2.9 2.2
7日前 2.7 2.1 4.4 3.0 3.4 2.2
8日前 4.4 3.3 3.6 2.3
9日前 4.2 3.7 3.0 2.3
10日前 4.3 3.8
11日前 4.8 4.1
12日前 5.5 4.0
13日前 4.5 3.7
14日前 5.3 3.9
平均 2.4 2.1 2.7 4.2 2.4 4.4 4.3 3.5 2.8 2.1

Accu Weather 全 体 平 均RMSE
日 数別

気象庁 UK BBC
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日数とRMSEの関係（最高気温）
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図６ 日数とＲＭＳＥの関係（最高気温） 

最高気温、最低気温とも同様の傾向を示したため、ここでは最高気温のみを表した。図

６から、予報対象日から遠くなるほどＲＭＳＥの値が大きくなることがわかる。優秀なの

はやはり気象庁で、１日前でのＲＭＳＥ値は１℃台に収まった。この程度ならば日常気に

なる差ではないので問題はない。逆に Accu Weather は予報日から遠い場合のみならず、近

い場合でも３℃以上の誤差が認められ、すんなり受け入れるには問題のある数値となった。

また、最低気温については、平均誤差で問題となった UK Met Office と BBC で大きな値が

出ていたが、そのほとんどは予想がマイナスに偏ったことによる影響であった。実際、UK 

Met Office は１予報対象日ごとの平均誤差が＋３℃を超えた例は７６回の中で１回もない

が、－３℃を下回った例は４０回もあった。 

 

（２）慶應義塾の気象予報データの分析（2004/11/6～2004/12/13 発表の予報データ） 

慶應義塾の独自予報は 36 時間予報なので、翌日の予報のみの精度検証を行った。対象

は天気と最高・最低気温に加え、不快指数も取り入れた。 

表９は日吉・三田の天気予報精度、表１０は日吉・三田の天候別平均誤差と全日の平均

誤差・ＲＭＳＥ、表１１は日吉の天候と不快指数の予測との差の関係を表したものである。

また、図８、図９はそれぞれ日吉と三田における最高・最低気温の予想と観測結果を表し

たものである。 

表９ 日吉・三田の天気予報精度 

日吉 三田
適中率 0.89 0.87
見逃し率 0.08 0.11

空振り率 0.03 0.03  

表１０ 日吉・三田の天候別平均誤差 

最高 最低 最高 最低
雨 2.3 1.7 2.1 1.2
晴・曇 0.6 -0.7 0.3 -1.2

平均 0.9 -0.3 0.7 -0.8

RMSE 2.0 2.1 2.0 2.1

日吉 三田誤差
（℃）
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表１１ 日吉の天候と不快指数の差の関係 

11/25 晴 -2
11/26 曇 -1

11/7 晴 0 11/27 晴 -2
11/8 雨 3 11/28 晴 -2
11/9 晴 1 11/29 晴 -1

11/10 晴 2 11/30 晴 1
11/11 曇 3 12/1 晴 -2
11/12 雨 -1 12/2 晴 -4

11/13 晴 -2 12/3 晴 -1
11/14 曇 5 12/4 雨 6
11/15 雨 2 12/5 晴 5

11/16 晴 1 12/6 晴 -3
11/17 晴 2 12/7 晴 0
11/18 雨 3 12/8 晴 -1

11/19 雨 8 12/9 曇 0
11/20 晴 -1 12/10 曇 3
11/21 晴 1 12/11 晴 -3

11/22 晴 1 12/12 雨 0
11/23 晴 1 12/13 晴 -2
11/24 晴 1 12/14 晴 -3

天候
不快指数
の差日吉

 
 
まず、日吉の予報について考察する。天気予報は、適中率 89％と気象庁と同じくらい高

い精度であった。ただ、38 日間の中で 3 日見逃しがあった。最高気温は、全般的に高めに

予報されていた。特に降雨ありの予想の日には平均で＋2.3℃ほどの誤差が生じた。一方、

最低気温は全般的に低めに予報されていた。特に晴れの日は平均で－1℃ほどの誤差があっ

た。平均すると－1℃ほどだが、11 月 25 日～12 月 2 日にかけては平均で－2℃以上の誤差

があった。逆に降雨ありの日には最高気温と同様、平均で＋1.7℃ほどの誤差が生じた。不

快指数については、特に雨の日の前後が全体的に予報精度が悪く、実際の観測データと大

きな開きが見られた。ＲＭＳＥは最高・最低気温ともに 2.0℃前後で、解析対象期間が異

なるものの、気象庁に続くよい結果であった。 

次に、三田の予報について考察する。天気予報は、適中率 87％と日吉よりも精度が悪く

4 日見逃しがあった。降雨ありの日の前後が特に外れていた。最高気温は日吉と同様に、

全体的に高めに予想されるが日吉より精度がよい。やはり降雨ありの日の精度が悪く平均

で＋2.1℃ほどの誤差があった。最低気温も日吉と同様に、全体的に低めに予想されていた。

こちらも、降雨ありの日の精度がよくなかった。また降雨なしの日は低めに予報される傾

向があった。不快指数は全体的に日吉より予報精度がよく、大きく差が出たのは 2 日のみ

であった。ＲＭＳＥについては日吉とほぼ同じで、２℃前後のずれにとどまった。 
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図 7 最高・最低気温の推移（日吉） 
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図８ 最高・最低気温の推移（三田） 

 

結論  

Web サイトでの比較では、天気・気温の両方について気象庁の精度のよさが際立った。

一方、UK Met Office や BBC の気温は非常に精度が悪かった。また、AccuWeather の 2 週間

予報は、予報対象日から遠い日に関しては精度が悪い。気象庁に関しても同様のことが言

える。ただし、雨の降りやすい状態が近づいているということが予測できるという点にお

いては、２週間予報も全く無駄ではない。つまり天気予報、特に週間予報を上手に利用す

るには、すべて鵜呑みにするのではなく、天気の流れをつかむ程度の気持ちで接するのが

良いと思われる。 

慶應義塾の独自予報については、天気の的中率はほぼ 9 割と良い精度だが、見逃しが多

いため、実際に利用する上では改善の余地がある。気温は雨の日に誤差が大きく、2℃以上

の誤差があるので情報としてはあまり有用でない。また、日吉より三田の予報の方が若干
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精度がよかった。 
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